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ガーシェンクロン・モデルは日本の工業化に適合できるか？
Does the Gerschenkron’s Theory apply to the Japanese 
Industrialization ?
Ichiro YOSHIDA















































































































































































































































－  22  －
　また、日本は単純に欧米の資本主義にキャッチアップして工業化しただけではないことは明らか
であり、日本の工業化は、キャッチアップ型工業化論だけでは解明できないと考えることに妥当性
がある。日本の工業化は、ガーシェンクロン・モデルの恰好の事例と考えるには無理があることを
結論としたい。
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